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令
和
２
年
度
の
大
学
受
験
結
果
が
出

ま
し
た
。
今
年
度
は
北
海
道
大
学
１
名
、

小
樽
商
科
大
学
３
名
、
北
海
道
教
育
大

学
５
名
な
ど
、
国
公
立
大
学
に
24
名
が

合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
立

命
館
大
学
・
日
本
女
子
大
学
・
藤
女
子

大
学
・
北
海
学
園
大
学
な
ど
の
多
数
の

私
立
大
学
、
短
期
大
学
に
99
名
合
格
、

国公立大学
 北海道大学 １
 小樽商科大学 ３
 室蘭工業大学 １
 北見工業大学 ２
 北海道教育大学 ５
 釧路公立大学 ３
 名寄市立大学 ２
 弘前大学 ２
 金沢美術工芸大学 １
 福島県立医科大学 １
 高崎経済大学 １
 信州大学 １
 宮崎大学 １
＊既卒者含む

看
護
を
含
む
専
門
学
校
、
そ
の
他
学
校

に
86
名
合
格
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い

進
学
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

植
竹　

悠　

君　

　
　
（
普
通
科
難
関
選
抜
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

附
属
旭
川
中
出
身
）

　
「
私
は
こ
の
度
、
北
海
道
大
学
に
総
合

入
試
で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入学式

　

３
月
１
日
（
月
）、
最
後
の
１
名
の
採

用
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

以
て
、
就
職
希
望
者

114
名
全
員
（
公
務

員
含
む
）
の
内
定
が
決
ま
り
、
就
職
内

定
率
18
年
連
続

100
％
が
達
成
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
企
業
は

先
行
き
が
見
え
ず
、
求
人
数
も
減
少
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
就
職
希
望
者
は
早

期
に
目
標
を

定
め
、
決
し

て
諦
め
ず
、

努
力
を
重
ね

た
こ
と
が
結

果
に
つ
な
が

　

本
日
４
月
８
日
（
木
）、
令
和
３
年
度 

第
62
回 

入
学
式
を
挙
行
し
、

304
名
の
生
徒
が
入
学
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
収
束
し
な
い
中
、
昨

年
に
続
き
今
年
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
確
保
す
る
た
め
分
散
登
校
と
し
、
工
業
科
・
商

業
科
は
12
時
30
分
よ
り
、
普
通
科
は
14
時
10
分
よ

り
式
を
行
い
ま
す
。
堀
水
享
理
事
長
の
告
辞
や
来

賓
祝
辞
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
を
省
略
す
る
時

間
を
大
幅
に
短
縮
し
た
入
学
式
と
な
り
ま
す
。

三
年
間
最
後
の
最
後
ま
で
支
え
て
く
れ

た
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
の
三
年
間
の
取
り
組
み
の
中
で

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
模
擬
試
験
に
真
剣
に

取
り
組
む
こ
と
、
二
つ
目
は
が
む
し
ゃ

ら
に
勉
強
す
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
の
で
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

　

３
月
18
日

（
木
）
駐
札
幌

大
韓
民
国
総

領
事　

裵
炳

洙
（
ペ
・
ピ
ョ

ン
ス
）
様
が
来

校
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
と
大
韓
民
国
と
の
交
流
は
40

年
を
数
え
て
い
ま
す
。
裵
（
ペ
）
様
は

「
旭
川
実
業
高
校
と
慶
福
高
校
の
よ
う
な

青
少
年
の
交
流
を
通
し
て
、
両
国
間
の

友
好
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
札
幌
の
街
は
大
変
良

い
街
で
、
来
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

　

３
月
９
日
、（
株
）
瀬
尾
塗
装
部
様
よ

り
マ
ス
ク
２
万
枚
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
代
表
取
締
役
の
橋
本

謙
二
様
が
直
接
学
校
に
マ
ス
ク
を
運
ん

で
く
だ
さ
り
、
応
接
室
で
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
橋
本
様
は
昭
和
57
年
度
、

本
校
普
通
科
を
ご
卒
業
で
す
。
在
学
中

は
野
球
部
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
息
子

さ
ん
も
本
校

野
球
部
に
所

属
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

瀬
尾
塗
装
部
様
で
は
多
く
の
本
校
の

同
窓
生
も
頑
張
っ
て
お
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
母
校
に
何
か
応
援
で
き
な
い
か
、

と
い
う
思
い
で
、
こ
の
度
マ
ス
ク
を
寄

贈
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
全
校
生
徒
、

及
び
教
職
員
に
配
布
し
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

新入生
３０４名

た
で
す
。
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
総
領
事
は
、
昨
年
12
月
に
着
任
さ

れ
、
こ
の
日
は
旭
川
市
長
を
ご
訪
問
の

後
、
本
校
に
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
の

総
領
事
を
歴
任
し
、
日
本
は
初
め
て
の

駐
在
だ
そ
う
で
す
。
大
の
野
球
フ
ァ
ン

と
の
こ
と
で
し
た
。

り
ま
し
た
。
今
後
も
社
会
の
動
向
は
不

透
明
で
す
。
希
望
進
路
実
現
の
た
め
に

は
自
分
の
目
標
を
見
つ
め
な
お
し
、日
々

の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。４

月
の
月
間
目
標風

紀
委
員
会

時
間
を
守
り

明
る
く
元
気
な
挨
拶
を
か
わ
そ
う

瀬
尾
塗
装
部
様
よ
り

マ
ス
ク
２
万
枚
を
寄
贈

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
学
校
対
抗
】
男
子
：
１
回
戦　

０
対
３

（
比
叡
山
）、
女
子
：
１
回
戦　

０
対
３

（
富
山
国
際
大
付
属
）　
【
個
人
単
】
男

子
：
太
田 

蓮
（
普
３
・
登
別
緑
陽
中
）

ベ
ス
ト
16
、
女
子
：
土
佐 

梨
緒
菜
（
普

２
・
忠
和
中
）
ベ
ス
ト
16　

日
程
：
３

月
25
～
28
日　

場
所
：
福
島
県
郡
山
市

宝
来
屋
郡
山
総
合
体
育
館　

他

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
学
校
対
抗
】
２
回
戦　

１
対
２
（
千
代

田
）　

日
程
：
３
月
28
～
30
日　

場
所
：

愛
知
県
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル

全
国
選
抜
大
会
結
果

信念を持って

実りある旭実生活を！

為せば成る

 

駐
札
幌
大
韓
民
国
総
領
事　

裵
炳
洙 

様
が
来
校

 

駐
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両
国
間
の
友
好
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
う

入学式
新入生

３０４名

18
年
連
続

就
職
内
定
率
100
％

第６２回第６２回


